
分会 目標

勝　立 3

米生延命 3

船　津 4

松　原 2

白　光 4

甘　木 3

歴木Ａ 2

歴木Ｂ 3

田　隈 5

橘 5

高　田 2

大　和 3

瀬　高 2

山　川 2

南　関 3

荒　尾 6

事業所 9

合　計 61
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▼
年
に
一
度
の
分
会
総
会

は
じ
ま
り
ま
し
た
。
な
か

な
か
日
頃
顔
を
合
わ
せ
な

い
仲
間
た
ち
と
会
い
、
懇

談
す
る
と
お
互
い
元
気
を

も
ら
い
ま
す
。
分
会
員
ど

う
し
も
同
じ
班
の
仲
間
と

は
顔
を
合
わ
せ
ま
す
が
、

行
事
や
運
動
な
ど
で
も
全

員
が
顔
を
合
わ
せ
る
機
会

が
な
い
の
で
こ
の
総
会
は
、

自
分
の
廻
り
に
こ
ん
な
に

も
沢
山
の
仲
間
が
い
る
こ

と
を
実
感
す
る
絶
好
の
機

会
で
、
ど
の
分
会
も
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
す
。
特

に
今
年
は
新
し
い
仲
間
が

沢
山
増
え
た
中
で
の
総
会

な
の
で
一
層
盛
り
あ
が
り
、

大
き
な
団
結
を
作
る
こ
と

が
で
き
て
い
ま
す
。

▼
８
月
27
日
昼
、
炎
天
下

の
中
、
玄
海
原
発
再
稼
働

に
反
対
す
る
集
会
が
福
岡

市
警
固
公
園
で
、
原
発
ゆ

る
さ
な
い
オ
ー
ル
九
州
の

主
催
で
開
催
さ
れ
、
九
州

各
県
と
韓
国
か
ら
２
５
０

０
人
が
集
ま
り
ま
し
た
、

再
稼
働
反
対
、
全
て
の
原

発
今
す
ぐ
廃
炉
な
ど
の
集

会
ア
ピ
ー
ル
を
採
択
し
て
、

九
州
電
力
本
社
ま
で
デ
モ

行
進
、
本
社
ま
え
で
、
九

電
は
今
す
ぐ
原
発
や
め
ろ
！
、

玄
海
原
発
再
稼
働
す
る
な
！
、

電
機
は
足
り
て
る
！
な
ど

大
き
な
声
で
コ
ー
ル
し
て

抗
議
の
声
を
あ
げ
ま
し
た
。

福
島
で
は
未
だ
事
故
の
終

息
が
み
え
な
い
ど
こ
ろ
か
、

も
う
再
び
故
郷
に
戻
れ
な

い
状
況
な
の
に
、
な
ぜ
再

稼
働
な
の
か
？
、
事
故
処

理
の
負
担
金
を
電
気
料
金

や
税
金
で
賄
う
、
国
民
犠

牲
の
原
発
は
今
す
ぐ
廃
炉

だ
！

【
永
江
組
織
部
長
】

日
頃
の
お
仕
事
と
組
合

活
動
ご
苦
労
さ
ま
で
す
。

秋
の
拡
大
月
間
が
は
じ

ま
っ
て
い
ま
す
。
準
備
月

間
を
８
～
９
月
、
本
月
間

を
10
～
11
月
で
す
。

一
昨
年
か
ら
社
保
未
加

入
対
策
が
根
付
き
、
み
な

さ
ん
の
奮
闘
と
共
に
大
き

く
拡
大
に
結
び
付
け
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
私
た

ち
組
合
員
は
、
組
織
で
成

り
立
っ
て
い
ま
す
。
と
も

か
く
、
拡
大
は
重
要
で
す
。

組
合
員
一
人
ひ
と
り
の
力

が
大
き
な
力
に
な
り
ま
す
。

団
結
の
力
で
色
々
な
問
題

が
解
決
に
進
み
ま
す
。
仲

間
が
い
れ
ば
仕
事
も
繋
が

り
ま
す
。
私
た
ち
組
合
員

の
仲
間
の
力
で
奮
闘
し
、

よ
り
良
い
仲
間
の
拡
大
に

が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

８
月
25
～
27
日
に
11
分

会
に
て
分
会
総
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
他
の
分
会

は
９
月
７
日
ま
で
に
開
催
。

分
会
総
会
は
、
み
ん
な

の
た
め
の
要
求
を
み
ん
な

の
力
で
実
現
す
る
た
め
に

分
会
で
全
組
合
員
に
呼
び

か
け
開
催
し
て
い
ま
す
。

総
会
の
中
で
「
ア
ス
ベ

ス
ト
裁
判
の
勝
利
判
決
を

か
ち
と
ろ
う
」
「
公
契
約

条
例
を
制
定
さ
せ
よ
う
」

「
平
和
憲
法
を
守
ろ
う
」

「
仲
間
を
増
や
し
強
大
な

福
建
労
を
」
を
中
心
に
１

年
間
の
み
な
さ
ん
の
運
動

の
経
過
と
取
組
方
向
を
確

認
。
ま
た
、
新
年
度
の
班

編
成
や
分
会
で
の
活
動
、

分
会
会
計
報
告
、
班
長
交

代
、
分
会
役
員
や
９
月
10

日
（
日
）
に
開
催
す
る
支

部
定
期
大
会
の
代
議
員
の

選
出
、
支
部
執
行
委
員
の

推
薦
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

【
田
中
ス
ポ
レ
ク
部
長
】

毎
年
恒
例
の
ソ
フ
ト
バ

ン
ク
応
援
バ
ス
ツ
ア
ー
を

７
月
30
日
に
バ
ス
３
台
、

１
１
７
名
の
大
所
帯
で
楽

し
み
ま
し
た
。

試
合
は
日
本
一
の
シ
ョ
ー

ト
ス
ト
ッ
パ
ー
今
宮
選
手

の
ホ
ー
ム
ラ
ン
も
あ
っ
て
、

４
対
３
で
勝
ゲ
ー
ム
と
な

り
ま
し
た
。
良
か
っ
た
で

す
。
久
し
振
り
の
勝
利
観

戦
。
花
火
も
見
れ
ま
し
た
。

感
じ
た
こ
と
は
、
試
合

が
始
ま
る
と
ラ
イ
ト
ス
タ

ン
ド
の
応
援
団
の
太
鼓
と

ラ
ッ
パ
の
音
が
レ
フ
ト
ス

タ
ン
ド
の
大
音
響
で
全
く

聞
き
と
れ
ず
応
援
参
加
で

き
ま
せ
ん
。
い
つ
か
ら
、

ど
う
し
て
こ
う
な
っ
て
し

ま
っ
た
の
か
…
。
次
回
は
、

ラ
イ
ト
ス
タ
ン
ド
で
応
援

団
に
交
じ
っ
て
観
戦
し
た

い
と
思
い
ま
し
た
。
ラ
イ

ト
ス
タ
ン
ド
の
チ
ケ
ッ
ト

を
１
０
０
枚
入
手
す
る
の

は
、
神
風
を
吹
か
せ
る
よ

う
な
も
の
で
す
が
…
。
組

合
員
の
皆
さ
ん
来
年
も
仲

間
を
増
や
し
て
応
援
に
行

き
ま
し
ょ
う
。

今宮選手のホームランに大歓声

大和分会では後藤和彦さんを議長に開催



今
年
６
月
分
の
賃
金
実

態
調
査
で
は
、
４
３
５
人

（
昨
年
４
１
６
人
）
（
一

人
親
方
・
職
人
３
２
７
人
、

事
業
主
１
０
８
人
の
仲
間

か
ら
回
答
を
も
ら
い
ま
し

た
。
そ
れ
に
よ
る
と
常
用

大
工
で
、
１
万
４
７
４
４

円
で
、
昨
年
か
ら
４
０
４

円
の
増
。
手
間
請
け
は
１

万
７
０
０
０
円
、
月
給
者

含
め
た
総
平
均
は
１
万
５

６
０
８
円
（
１
２
６
４
円

増
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
全
職
種
平
均
で
は
、

常
用
者
１
万
３
３
４
３
円

で
昨
年
よ
り
２
６
７
円
の

増
。
手
間
請
１
万
５
５
６

５
円
で
昨
年
よ
り
23
円
増
、

月
給
制
平
均
は
22
万
７
３

０
３
円
で
前
年
よ
り
３
５

１
５
円
増
、
全
職
種
の
総

平
均
は
１
万
３
７
１
９
円
、

前
年
よ
り
４
４
５
円
増
で

し
た
。
年
収
は
３
４
３
万

４
千
円
で
前
年
よ
り
１
万

２
千
円
の
減
。
平
均
就
労

日
数
は
昨
年
の
20
・
４
日

か
ら
21
・
４
日
に
１
日
の

増
で
す
。
１
日
の
労
働
時

間
は
８
・
２
時
間
と
前
年

か
ら
変
わ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
ま
た
生
活
面
か
ら
み

た
希
望
す
る
日
当
は
平
均

１
万
８
０
３
７
円
（
昨
年

１
万
７
５
２
３
円
）
で
す
。

昨
年
と
比
べ
て
日
当
が

上
が
っ
た
12
・
９
％
（
昨

年
11
％
）
、
５
・
５
％

（
昨
年
４
・
７
％
）
の
人

が
下
が
っ
た
。
事
業
主
で

は
単
価
が
上
が
っ
た
人
は

６
・
７
％
（
昨
年
７
・
１

％
）
で
下
が
っ
た
人
は
10

・
６
％
（
昨
年
８
・
１
％
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

他
の
ア
ン
ケ
ー
ト
や
モ

ニ
タ
ー
制
の
家
計
簿
調
査

と
合
せ
て
、
国
や
県
や
自

治
体
交
渉
の
重
要
な
資
料

と
し
て
活
用
し
て
い
ま
す
。

２０１７年 ９月１日 あ し ば 第５３６号 （２）

公
共
工
事
の
設
計
労
務

単
価
の
基
礎
に
な
る
２
省

協
定
賃
金
は
、
２
０
１
３

年
４
月
に
全
職
種
平
均
16

・
１
％
、
２
０
０
０
円
の

引
上
げ
が
行
わ
れ
て
以
来

５
年
連
続
で
、
今
年
も
３

月
に
年
度
を
先
取
り
し
て

８
・
６
％
、
１
５
４
４
円

の
引
き
上
げ
が
実
施
さ
れ
、

12
年
度
か
ら
す
る
と
39
・

３
％
、
５
０
８
９
円
の
引

上
げ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
賃
金
の
低
下
と

労
働
条
件
の
悪
化
で
若
年

労
働
者
の
入
職
減
少
が
続

い
て
、
労
働
者
・
技
能
者

不
足
が
顕
在
化
し
て
き
た

と
し
て
国
交
省
は
引
上
げ

ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
の

私
た
ち
の
運
動
の
結
果
で

あ
り
成
果
と
い
え
ま
す
。

し
か
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト

の
結
果
か
ら
も
わ
か
る
よ

う
に
、
単
価
や
賃
金
の
引

上
げ
は
ま
だ
履
行
さ
れ
て

い
な
い
の
が
実
態
で
す
。

こ
の
引
上
げ
を
現
場
で
完

全
実
施
さ
せ
る
た
め
、
公

契
約
条
例
の
制
定
な
ど
の

取
り
組
み
が
重
要
と
な
っ

て
い
ま
す
。

社
会
保
険
未
加
入
問
題

で
は
、
現
場
に
お
い
て
社

会
保
険
へ
の
加
入
の
有
無

だ
け
が
先
行
し
て
、
加
入

の
指
導
が
強
行
さ
れ
て
お

り
、
法
定
福
利
費
の
経
費

が
で
な
い
零
細
業
者
に
と
っ

て
は
死
活
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
事
業
者
に
は
法

定
福
利
費
を
確
保
（
労
務

費
の
41
％
）
す
る
た
め
の

「
標
準
見
積
書
」
の
運
用

を
開
始
し
ま
し
た
が
、
専

門
工
事
業
者
か
ら
「
標
準

見
積
書
」
を
提
出
し
た
の

は
前
年
度
か
ら
比
べ
る
と

24
・
１
％
か
ら
53
・
２
％

と
倍
増
（
建
専
連
調
査
）
。

し
か
し
、
実
態
は

１
次
下
請
け
ま
で

は
単
価
の
引
上
げ

等
は
履
行
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
２
次

以
下
で
は
ほ
と
ん
ど
履
行

さ
れ
て
い
な
い
の
が
実
態

で
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
中
で
も
、

現
場
に
よ
っ
て
は
15
％
程

度
の
福
利
厚
生
費
を
払
っ

て
く
れ
る
と
こ
ろ
も
中
に

は
あ
る
が
、
も
っ
と
下
回

る
と
こ
ろ
や
全
く
も
ら
え

な
い
現
場
も
多
い
。
請
求

し
て
も
そ
の
分
値
引
き
さ

れ
る
な
ど
の
回
答
が
多
く

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

今
回
の
設
計
労
務
単
価

の
引
上
げ
に
は
社
会
保
険

適
用
時
の
労
働
者
の
負
担

分
も
加
味
さ
れ
て
お
り
、

国
交
省
が
指
導
す
る
法
定

福
利
費
の
労
務
費
単
価
41

％
を
上
乗
せ
す
る
よ
う
に
、

元
請
に
対
し
て
工
事
単
価

の
引
上
げ
を
実
施
さ
せ
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

８
月
３
日
に
街
角
ウ
ォ
ッ

チ
ン
グ
実
行
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
今
年
度

の
取
組
み
に
つ
い

て
話
し
合
い
ま
し

た
。
毎
年
、
地
域

で
の
危
険
な
個
所

や
改
善
が
必
要
な

場
所
を
調
査
し
市

役
所
な
ど
に
改
善

要
請
を
出
し
て
い

ま
す
。
こ
の
取
組
は
地
域

で
の
仕
事
お
こ
し
に
も
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。

今

年
度
は
、
地
域
の
実
態
や

課
題
を
出
し
合
え

る
よ
う
な
取
り
組

み
に
し
て
い
こ
う

と
決
ま
り
ま
し
た
。

４
つ
の
地
域
で

「
地
域
の
集
い
」

を
開
き
、
住
民
の

方
か
ら
の
不
安
や

要
望
を
聞
取
り
、

必
要
な
ら
現
地
を
視
察
し

て
、
要
望
を
ま
と
め
市
役

所
な
ど
へ
改
善
を
要
請
し

ま
す
。
右
の
４
地
域
で

「
地
域
の
つ
ど
い
」
が
開

か
れ
ま
す
の
で
、
気
に
な

る
場
所
等
あ
れ
ば
参
加
を

お
願
い
し
ま
す
。
集
合
場

所
は
組
合
ま
で
連
絡
を
。

９月28日(木)

手鎌地区 13:30

10月７日(土)

吉野地区 13:30

10月12日(木)

勝立地区 13:30

10月20日(金)

三池地区 18:30



（３） ２０１７年 ９月１日 あ し ば 第５３６号

９

月

の

行

事

予

定

４
日
（
月
）
ア
ス
ベ
ス
ト
宣
伝
行
動

大
牟
田
駅
前

４
日
（
月
）
九
州
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟

福
岡
高
裁

10
日
（
日
）
支
部
第
52
回
定
期
大
会

組
合
事
務
所

12
日
（
火
）
本
部
４
役
会
議

県
本
部
会
館

13
日
（
水
）
支
部
パ
ソ
コ
ン
会
計

組
合
事
務
所

15
日
（
金
）
本
部
執
行
委
員
会

県
本
部
会
館

15
日
（
金
）
支
部
３
役
会
議

組
合
事
務
所

19
日
（
火
）
社
保
協
幹
事
会

社
保
協

19
日
（
火
）
総
が
か
り
宣
伝
行
動

大
牟
田
駅
前

24
日
（
日
）
拡
大
支
部
執
行
委
員
会

組
合
事
務
所

25
日
（
月
）
社
保
協
宣
伝
行
動

ゆ
め
タ
ウ
ン

26
日
（
火
）
社
保
協
幹
事
会

社
保
協

27
日
（
水
）
支
部
パ
ソ
コ
ン
会
計

組
合
事
務
所

28
日
（
木
）
本
部
５
役
会
議

県
本
部
会
館

28
日
（
木
）
街
角
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
集
い

し
お
か
ぜ

28
日
（
木
）
新
加
入
者
教
室

組
合
事
務
所

29
日
（
金
）
健
康
ウ
ォ
ー
ク
実
行
委
員
会

組
合
事
務
所

29
日
（
金
）
役
員
班
長
合
同
会
議

組
合
事
務
所

１
日
（
日
）
全
県
幹
部
学
校
秋
の
出
陣
式

久
山

３
日
（
火
）
ア
ス
ベ
ス
ト
じ
ん
肺
キ
ャ
ラ
バ
ン

大
牟
田
玉
名

10

月

の

行

事

予

定

新
築
住

宅
の
省
エ

ネ
基
準
適

合
率
を
平

成
32
年
度

ま
で
に
１

０
０
％
と

す
る
こ
と

を
目
的
と

し
、
地
域

の
木
造
住

宅
生
産
を

担
う
大
工

技
能
者
な

ど
、
断
熱

施
工
に
か

か
わ
る
方
を
対
象
と
し
た
、

住
宅
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
工

技
術
者
講
習
会
が
全
国
各

地
で
行
わ
れ
、
福
岡
県
内

で
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

近
場
で
は
久
留
米
会
場
で

左
記
日
程
で
開
催
さ
れ
ま

す
。
参
加
費
用
は
、
１
０

０
０
円
（
修
了
証
発
行
費

別
）
で
申
し
込
み
が
必
要

で
す
。
日
程
ご
と
に
定
員

は
50
名
。
申
込
み
は
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
。
ま
た
は

フ
ァ
ッ
ク
ス
に
て
。
申
込

み
用
紙
は
組
合
に
あ
り
ま

す
の
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

今
年
も
原

水
爆
世
界
大

会
が
８
月
６

日
に
広
島
。

８
月
９
日
に

長
崎
に
て
開

催
さ
れ
、
大

牟
田
支
部
か

ら
は
３
名
が

参
加
し
ま
し

た
。長

崎
大
会

の
会
場
に
は

北
は
北
海
道

か
ら
南
は
沖

縄
ま
で
数
多
く
の
団
体
、

海
外
か
ら
参
加
し
た
外
国

の
方
々
も
含
め
て
全
体
で

約
７
０
０
０
人
が
一
斉
に

集
ま
っ
て
平
和
へ
の
祈
り

を
さ
さ
げ
ま
し
た
。

原
爆
投
下
時
刻
の
11
時

２
分
に
会
場
全
体
で
黙
と

う
。
被
爆
者
で
あ
る
松
谷

英
子
さ
ん
が
壇
上
に
あ
が

り
、
車
椅
子
な
が
ら
キ
ッ

パ
リ
と
し
た
口
調
で
核
兵

器
の
被
害
者
を
つ
く
ら
せ

な
い
決
意
を
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。

文
化
企
画
で
は
、
シ
ン

ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
・

ユ
キ
ヒ
ロ
さ
ん
に
よ
る

「
Ｈ
Ｅ
Ｉ
Ｗ
Ａ
の
鐘
」
と
、

九
州
の
う
た
ご
え
に
よ
る

合
唱
の
「
ヒ
バ
ク
シ
ャ
と

共
に
」
が
披
露
さ
れ
、
核

廃
絶
を
音
楽
で
訴
え
か
け

ま
し
た
。

今
年
７
月
７
日
に
国
連

に
て
核
兵
器
の
な
い
世
界

を
実
現
す
る
た
め
に
核
兵

器
禁
止
条
約
が
採
択
さ
れ
、

核
廃
絶
へ
向
け
て
大
き
な

一
歩
が
踏
み
出
さ
れ
ま
し

た
。し

か
し
、
日
本
も
含
め

条
約
に
不
参
加
の
国
も
あ

り
、
こ
れ
ら
の
国
々
に
条

約
に
参
加
さ
せ
る
た
め
に

も
、
核
廃
絶
へ
の
運
動
を

よ
り
一
層
強
め
、
世
論
を

広
め
て
い
く
運
動
が
必
要

で
す
。

大
会
宣
言
採
択
で
は
、

国
連
に
て
採
択
さ
れ
た
核

兵
器
禁
止
条
約
に
つ
い
て

触
れ
、
被
爆
国
で
あ
る
日

本
も
こ
の
条
約
に
参
加
す

べ
き
で
あ
る
。
核
兵
器
の

無
い
世
界
へ
の
実
現
に
向

け
て
、
さ
ら
に
運
動
を
前

進
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
必

要
な
事
を
参
加
者
全
員
で

確
認
し
ま
し
た
。

（
武
田
通
信
員
）

世界各国代表と松谷英子さん（中央）

http://www.shoene.org

８
月
24
～
25
日
に
全
建

総
連
主
催
の
全
国
労
働
保

険
事
務
組
合
協
議
会
・
研

修
会
が
神
奈
川
県
横
浜
市

の
「
建
設
プ
ラ
ザ
か
な
が

わ
」
に
て
全
国
31
県
連
・

組
合
よ
り
１
１
１
人
の
参

加
で
開
催
さ
れ
、
小
山
田

書
記
が
参
加
し
ま
し
た
。

全
国
か
ら
労
働
保
険
の

担
当
者
が
集
ま
り
、
労
働

保
険
事
務
組
合
と
し
て
の

実
務
や
職
業
病
の
労
災
認

定
を
勝
ち
取
っ
た
事
例
を

基
に
今
後
の
労
災
認
定
へ

と
活
か
す
た
め
の
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

九
州
社
会
医
学
研
究
所

所
長
の
田
村
昭
彦
先
生
に

よ
る
「
建
設
従
事
者
の
職

業
病
」
と
題
し
た
講
演
で

は
、
ア
ス
ベ
ス
ト
疾
患
を

中
心
に
実
例
を
も
と
に
労

災
認
定
へ
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
、
病
名
ご
と
に
説

明
。
ま
た
、
労
災
認
定
を

勝
ち
取
っ
た
こ
と
で
医
療

費
の
負
担
が
な
く
な
り
、

家
族
の
生
活
を
経
済
的
に

も
守
り
、
治
療
に
専
念
す

る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う

話
が
あ
り
、
本
当
の
意
味

で
被
害
者
救
済
を
考
え
る

こ
と
が
必
要
だ
と
訴
え
ら

れ
ま
し
た
。

ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
で
の

肺
ガ
ン
に
お
け
る
国
保
組

合
の
医
療
費
負
担
が
、
昨

今
の
新
薬
登
場
に
よ
り
、

急
激
に
上
昇
。
労
災
認
定

を
勝
ち
取
る
こ
と
は
私
た

ち
の
国
保
組
合
の
存
続
を

財
政
的
に
も
守
る
こ
と
に

つ
な
が
る
と
い
う
報
告
も

あ
り
ま
し
た
。

（
小
山
田
通
信
員
）

８
月
５
日
（
土
）
、
ゆ

め
タ
ウ
ン
前
の
交
差
点
に

て
、
毎
月
恒
例
の
ア
ス
ベ

ス
ト
裁
判
の
街
頭
宣
伝
を

行
い
11
人
の
参
加
で
し
た
。

全
国
各
地
で
行
わ
れ
て

い
る
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
裁

判
は
、
10
月
24
日
は
横
浜

地
裁
で
神
奈
川
２
陣
の
判

決
。
10
月
27
日
は
高
裁
で

は
初
め
て
と
な
る
東
京
高

裁
で
横
浜
ル
ー
ト
の
判
決

も
で
ま
す
。
来
年
に
は
東

京
・
京
都
・
福
岡
で
高
裁

判
決
が
だ
さ
れ
る
予
定
で

す
。
い
よ
い
よ
、
最
終
版

の
大
き
な
闘

い
を
む
か
え

ま
す
。
世
論

喚
起
を
高
め

て
完
全
勝
利
す
る
た
め
に

街
頭
で
の
宣
伝
や
支
援
、

署
名
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
裁
判
所
に
対
す

る
公
正
な
判
決
を
求
め
る

署
名
は
随
時
集
め
て
い
ま

す
。
ま
だ
の
方
は
組
合
ま

で
。
（
中
嶋
通
信
員
）

８月はゆめタウンで署名行動



10
月
15
日
の
チ
ラ
シ

配
り
の
後
お
昼
か
ら
、

「
ふ
っ
く
お
か
け
ん
♪

け
ん
せ
つ
ろ
～
ど
～
く

み
あ
い
～
♪
ふ
っ
け
ん

ろ
～
♪
」
の
ラ
ジ
オ
Ｃ

Ｍ
で
お
な
じ
み
「
お
か

は
ち
」
さ
ん
こ
と
岡
部
は

ち
郎
さ
ん
が
組
合
に
や
っ

て
き
ま
す
。
す
ば
ら
し
い

歌
に
楽
し
い
ト
ー
ク
。
先

輩
た
ち
を
敬
う
会
の
一
環

と
し
て
行
い
ま
す
。
ど
な

た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

【
古
澤
喜
美
子

歴
木
Ａ
】

残
暑
御
見
舞

い
申
し
上
げ
ま

す
。
心
配
し
て

い
た
台
風
５
号

も
何
ん
の
影
響

も
無
く
ホ
ッ
ト

し
て
ま
す
。

先
日
納
骨
堂

の
清
掃
に
参

加
し
、
ご
先

祖
様
に
元
気
に
過
ご
し
て

ま
す
と
報
告
し
て
来
ま
し

た
。早

く
涼
し
く
な
っ
て
ほ

し
い
で
す
！

酷
暑
の
日
々
、
熱
中
症

に
注
意
し
頑
張
ろ
う
！

２０１７年 ９月１日 あ し ば 第５３６号 （４）

【先月の答】①左上・入道雲の大きさ ②中央上・日よけの長

さ ③フラッシュの数 ④カメラのレンズの長さ ⑤右から２人

目の女性のお団子ヘア ⑥右上・ホオズキの鉢の数 ⑦右端の

人のズボンの裾

７
つ
の
ま
ち
が
い
答
え
と
近
況
を
募
集
。

抽
選
で
５
名
様
に
粗
品
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

〒
８
３
６

０
０
４
４

大
牟
田
市
古
町
３
の
２

福
岡
県
建
設
労
働
組
合
大
牟
田
支
部

10月より新しい分会役員体制となります。

分会役員や班長さんの役割、組合共済の手続

き方法など、新分会役員の皆さんにお集りい

ただき、全体で学習します。そのあと、各分

会にわかれて、班長会議の日程や組合費の上

納方法などについて話し合います。

お忙しいなかかと思いますが、重要な会議

ですので、分会新役員と新班長のみなさんは、

必ずご参加いただきますようお願いします。

毎
月
の
収
支
計
算
を
実

際
に
会
計
ソ
フ
ト
に
入
力

し
な
が
ら
の
パ
ソ
コ
ン
会

計
教
室
で
す
。
９
月
は
13

日
（
水
）
と
27
日
（
水
）

の
２
回
開
催

し
ま
す
。
午

後
１
時
か
ら

で
す
。

【
武
田
和
幸
・
24
才
】

８
月
か
ら
入
職
し
た
武

田
和
幸
と
申
し
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
、
至
ら
ぬ
点

も
多
く
、
ご
迷
惑
を
お
か

け
す
る
事
も
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
日
々
努
力

し
少
し
で
も
早
く
み
な
さ

ん
の
力
に
な
り
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

現
在
、
筑
後
協
議
会
を

除
く
全
県
の
組
合
費
は
４

０
０
０
円
で
す
。
一
昨
年

の
大
会
で
平
成
29
年
10
月

よ
り
全
県
で
組
合
費
の
統

一
が
決
定
さ
れ
て
い
ま
し

た
。そ

れ
に
と
も
な
い
、
大

牟
田
支
部
で
も
昨
年
の
支

部
大
会
で
決
定
し
て
い
た

と
お
り
70
歳
ま
で
の
組
合

員
は
今
年
10
月
か
ら
組
合

費
は
、
４
０
０
０
円
に
な

り
ま
す
。
但
し
、
70
歳
か

ら
74
歳
の
組
合
員
は
３
５

０
０
円
。
75
歳
以
上
の
組

合
員
は
、
２
０
０
０
円
で

す
。

10
月
15
日
（
日
）
に
地

元
で
の
仕
事
お
こ
し
に
む

け
て
、
福
建
労
の
全
支
部

で
一
斉
に
チ
ラ
シ
の
各
戸

配
布
を
行
い
ま
す
。

地
元
に
は
様
々
な
職
種

の
工
務
店
や
職
人
さ
ん
が

い
る
の
で
、
建
設
に
関
す

る
こ
と
な
ら
何
で
も
福
建

労
の
組
合
員
に
お
ま
か
せ

く
だ
さ
い
と
い
う
仕
事
お

こ
し
と
、
ま
だ
組
合
に
加

入
し
て
い
な
い
仲
間
へ
の

宣
伝
に
な
っ
て
い
ま
す
。

後
日
、
ビ
ラ
を
見
て
仕

事
の
依
頼
も
き
た
り
し
ま

す
。
地
域
の
み
な
さ
ん
に

私
た
ち
を
知
っ
て
も
ら
う

た
め
に
も
み
ん
な
で
参
加

し
て
成
功
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

集
合
場
所
と
時
間
は
各
分

会
よ
り
連
絡
が
あ
り
ま
す
。


